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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成29年4月13日(2017.4.13)

【公表番号】特表2016-516106(P2016-516106A)
【公表日】平成28年6月2日(2016.6.2)
【年通号数】公開・登録公報2016-034
【出願番号】特願2015-561518(P2015-561518)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｊ   9/14     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ   3/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｊ    9/14     ＣＦＦ　
   Ｃ０９Ｋ    3/00     １１１Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成29年3月3日(2017.3.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）（ｉ）１，１，１，４，４，４－ヘキサフルオロ－２－ブテン（１３３６ｍｚｚ
ｍ）と、１種以上のポリオールと、１種以上の界面活性剤と、少なくとも１種の触媒とを
含む発泡剤組成物を含む、発泡体製造のための保存安定性プレミックスを第１の時点で形
成することと、
（ｂ）該第１の時点後少なくとも７日間、該１，１，１，４，４，４－ヘキサフルオロ－
２－ブテン（１３３６ｍｚｚｍ）と該触媒との反応が実質的に起こらないことを確実にす
るのに有効な条件で形成した該保存安定性プレミックスから、該第１の時点の該少なくと
も７日後である第２の時点で発泡体を形成することを含む、発泡体を形成する方法。
【請求項２】
　該発泡剤が共発泡剤を含み、
　該共発泡剤は、１－クロロ－３，３，３－トリフルオロプロペン、１，３，３，３－テ
トラフルオロプロペン、水、ＣＯ２および／またはＣＯを発生する有機酸、ペンタン、ブ
タン、メチラール、ギ酸メチル、１，１，１，３，３－ペンタフルオロブタン（ＨＦＣ－
３６５ｍｆｃ）；１，１，１，２，３，３，３－ヘプタフルオロプロパン（ＨＦＣ－２２
７ｅａ）、１，１，１，３，３－ペンタフルオロプロパン（ＨＦＣ－２４５ｆａ）；トラ
ンス－１，２－ジクロロエチレン；１，１－ジフルオロエタン（ＨＦＣ－１５２ａ）；及
びこれらの組み合わせからなる群より選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　該第１の時点後少なくとも１４日間、該１，１，１，４，４，４－ヘキサフルオロ－２
－ブテン（１３３６ｍｚｚｍ）と該触媒との反応が実質的に起こらないことを確実にする
のに有効な条件で形成した該保存安定性プレミックスから、該第１の時点の該少なくとも
１４日後である第２の時点で該発泡体を形成する、請求項１に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００５５】
　１３３６ｍｚｚｍを含有する、より安定した系をさらに発泡体の発泡セル構造によって
証明した。ゲル化時間は９日目と１２日目の間でわずかに増加したが、その後は安定して
いたようであり、商業的に容認できる程度内に維持されていた。この樹脂を加速させて熟
成しても、すべての発泡体が微細な発泡セル構造を有していた。１２３３ｚｄ（Ｅ）の場
合のような粗発泡セルや崩壊は見られなかった。
　以下に実施態様項を記載する。
態様１
　（ａ）（ｉ）１，１，１，４，４，４－ヘキサフルオロ－２－ブテン（１３３６ｍｚｚ
ｍ）と、１種以上のポリオールと、１種以上の界面活性剤と、少なくとも１種の触媒とを
含む発泡剤組成物を含む、発泡体製造のための保存安定性プレミックスを第１の時点で形
成することと、
（ｂ）該第１の時点後少なくとも７日間、該１，１，１，４，４，４－ヘキサフルオロ－
２－ブテン（１３３６ｍｚｚｍ）と該触媒との反応が実質的に起こらないことを確実にす
るのに有効な条件で形成した該保存安定性プレミックスから、該第１の時点の該少なくと
も７日後である第２の時点で発泡体を形成することを含む、発泡体を形成する方法。
態様２
　該発泡剤は、水、炭化水素、フッ化炭素、塩素化炭素、ヒドロクロロフルオロカーボン
、ヒドロフルオロカーボン、ハロゲン化炭化水素、エーテル、エステル、アルコール、ア
ルデヒド、ケトン、有機酸、気体生成材料、及びこれらの組み合わせからなる群より選択
される共発泡剤をさらに含む、態様１に記載の方法。
態様３
　該共発泡剤は、１－クロロ－３，３，３－トリフルオロプロペン、１，３，３，３－テ
トラフルオロプロペン、水、ＣＯ２および／またはＣＯを発生する有機酸、ペンタン、ブ
タン、メチラール、ギ酸メチル、１，１，１，３，３－ペンタフルオロブタン（ＨＦＣ－
３６５ｍｆｃ）；１，１，１，２，３，３，３－ヘプタフルオロプロパン（ＨＦＣ－２２
７ｅａ）、１，１，１，３，３－ペンタフルオロプロパン（ＨＦＣ－２４５ｆａ）；トラ
ンス－１，２－ジクロロエチレン；１，１－ジフルオロエタン（ＨＦＣ－１５２ａ）；及
びこれらの組み合わせからなる群より選択される、態様２に記載の方法。
態様４
　該触媒はアミン触媒を含む、態様１に記載の方法。
態様５
　該触媒は非アミン触媒を含む、態様１に記載の方法。
態様６
　該界面活性剤はシリコーン界面活性剤を含む、態様１に記載の方法。
態様７
　該第１の時点後少なくとも１４日間、該１，１，１，４，４，４－ヘキサフルオロ－２
－ブテン（１３３６ｍｚｚｍ）と該触媒との反応が実質的に起こらないことを確実にする
のに有効な条件で形成した該保存安定性プレミックスから、該第１の時点の該少なくとも
１４日後である第２の時点で該発泡体を形成する、態様１に記載の方法。
態様８
　該第１の時点後少なくとも３０日間、該１，１，１，４，４，４－ヘキサフルオロ－２
－ブテン（１３３６ｍｚｚｍ）と該触媒との反応が実質的に起こらないことを確実にする
のに有効な条件で形成した該保存安定性プレミックスから、該第１の時点の該少なくとも
３０日後である第２の時点で該発泡体を形成する、態様１に記載の方法。
態様９
　（ａ）（ｉ）１，１，１，４，４，４－ヘキサフルオロ－２－ブテン（１３３６ｍｚｚ
ｍ）と、１種以上のポリオールと、１種以上の界面活性剤と、少なくとも１種の触媒とを
含む発泡剤組成物を含む、発泡体製造のための保存安定性プレミックスを第１の時点で形
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成することと、
（ｂ）該第１の時点後少なくとも７日間、該プレミックスの反応特性が実質的に低下しな
いことを確実にするのに有効な条件で形成された該保存安定性プレミックスから、該第１
の時点の少なくとも７日後である第２の時点で発泡体を形成することを含む、発泡体を形
成する方法。
態様１０
　１－クロロ－３，３，３－トリフルオロプロペン、１，３，３，３－テトラフルオロプ
ロペン、水、ＣＯ２および／またはＣＯを生成する有機酸、ペンタン、ブタン、メチラー
ル、ギ酸メチル、１，１，１，３，３－ペンタフルオロブタン（ＨＦＣ－３６５ｍｆｃ）
；１，１，１，２，３，３，３－ヘプタフルオロプロパン（ＨＦＣ－２２７ｅａ）、１，
１，１，３，３－ペンタフルオロプロパン（ＨＦＣ－２４５ｆａ）；トランス－１，２－
ジクロロエチレン；１，１－ジフルオロエタン（ＨＦＣ－１５２ａ）；及びこれらの組み
合わせからなる群より選択される共発泡剤をさらに含む、態様９に記載の方法。
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